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（主要目次）　

　本書は，旧著『ウィ−ン発の哲学』（未來社，2004 年）の続編である。旧著の展開を踏まえて，それを

より豊かに，個別の哲学者に即して詳細に展開した。全体的構想やオーストリアの歴史的・文化的などの

幅広い背景については，旧著のほうが詳しいので，是非そちらをご参照いただきたい。さて以下に，本書

の目的意識を四点簡潔に述べたい。詳細は以下の本文でも明らかになるだろう。

　第１はオーストリアの哲学や思想（以下簡潔に，《オーストリア哲学》と表現する）の独自性を，いわ

ゆるドイツ哲学と区別して展開することである。同じドイツ語圏であるということで，《オーストリア哲学》

は何となくドイツ哲学と一体化されて論じられてきた。反省すると，ウィーンでの研究滞在前の自分がか

つてはそうであった。あたかも《オーストリア哲学》などは無きがごとしであったのが事実である。もっ

とも，オーストリア本国では，ルドルフ・ハラーを始め，《オーストリア哲学》の独自性の研究は存在するし，

その翻訳もあるが，日本の哲学界がそれを正当に理解し，受容しようとしない状況である……（本書「ま

えがき」より）。


